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登壇 

 

中村：皆さん、こんにちは。株式会社レアジョブ、代表取締役社長の中村でございます。ただいま

より、株式会社レアジョブ 2025 年 3 月期決算説明を行いたいと思います。 

まず、連結業績のサマリーでございます。 

 

連結業績のサマリーについてです。グループ全体の業績サマリーですけれども、売上高 97 億

1,500 万円、前期比でマイナス 4.5%、EBITDA は 7 億 4,900 万円、前期比でマイナス 34.6%。営業

利益につきましては 4 億 4,200 万円で、前期比でマイナス 36.6%。当期純利益に関しましては 2 億

6,800 万円、前期比ではプラスとなっております。 

それぞれの事業で、リスキリング事業につきましては、個人向けサービスが苦戦しております。一

方で、法人向けサービスに関しましては堅調に推移しています。そして子ども・子育て支援事業に

ついて、ALT 派遣サービスは安定的に事業成長しております。そして営業エリアも拡大しておりま

す。その他としましては、学研グループと昨年、資本業務提携を行いました。また、海外向けにも

サービスを提供開始しているという形になっております。 
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続きまして、レアジョブグループのサービスになります。セグメントをとしましては、二つのセグ

メントになっております。リスキリング事業と子ども・子育て支援事業になっております。リスキ

リング事業につきましては、大人のリスキリングにつながる知識やスキルを身に付けるオンライン

サービスとしてレアジョブ英会話、PROGOS、法人向け、それから資格スクエア、こういったと

ころが事業として入っております。 

そして、子ども・子育て支援事業に関しましては、幼児から高校生を対象としたサービスを提供し

ているものになりまして、一番大きいものとしては、ALT の派遣サービス事業、その他にも、子ど

も向けに特化したオンライン英会話のリップル・キッズパークですとか、オフラインの教室ですと

か、そういったところがこちらのセグメントに入っています。 

 

 

 

続きまして、提供サービス群になります。法人向けから個人向け、子ども向け、大人向け、そして

学校向けと、幅広くそろえております。その中でもそれぞれ投資を中止する、うまくいかないもの

については撤退するなど、そういった判断をしながらそれぞれサービスを行っています。 
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続きまして、2025 年 3 月期の決算概要になります。 

 

 

売上高につきましては 97 億 1,500 万円で、前期比マイナス 4.5%と着地しております。EBITDA は

7 億 4,900 万円でマイナス 34.6%となっております。営業利益に関しましては、4 億 4,200 万円

で、マイナス 36.6%となっております。経常利益に関しましては 4 億 2,400 万円で、マイナス

39.5%となっております。 

当期純利益に関しましては 2 億 6,800 万円となっておりまして、昨期に比較しますと、昨期マイナ

スでしたので、そこから黒字に転換しております。EBITDA マージンとしましては 7.7%で、マイ
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ナス 3.6 ポイントとなっております。営業利益率に関しましては 4.6%で、マイナス 2.3 ポイン

ト、そして ROE に関しましては 14.4%となっておりまして、プラス 28.0 ポイントとなっておりま

す。 

売上高に関しましては、業績予想に対してはプラスで着地しております。また、営業利益以下に関

しましても、業績予想、こちら 2025 年 2 月に修正しておりますけれども、この修正予想に対しま

してはプラスで着地するというような形になっております。 

そして全体を通して言いますと、創業以来 16 期連続でこれまで増収してきたというところですけ

れども、この 2025 年 3 月期、18 期目で初めて、創業以来の減収という形になってしまいまし

た。ふがいない結果だったなというふうに思っております。 

しかし、こちらでしっかりと、この中で投資をするべきところと、うまくいかなかったところにつ

いては撤退させるべきところ、こういったところをしっかりすみ分けております。それによって、

一部撤退することによって売上とかも減ってはいきますけれども、その分しっかりと利益の部分を

強固とした上で、そしてまた今期、来期以降としっかりと増収増益となるような形で投資をしてい

くというような形で今進めているというところでございます。 

続きまして、セグメント別損益になります。 

 

 

リスキリング事業につきましては個人向けサービスが減収しております。一方で法人向けは堅調に

推移という形になっております。子ども・子育てで支援事業につきましては、ALT 派遣サービスを

中心に安定した売上高および営業利益を創出しております。 
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具体的には、売上高としましては、個人向けサービスについては 28 億 2,700 万円となっておりま

す。前期比でいうとマイナス 15.2%となっております。こちらは、コンシューマーサービスとして

は、オンライン英会話とスマートメソッドという高単価商品と、資格スクエアという事業が大きく

分けて三つございました。 

その中で、スマートメソッド事業につきましては、昨年度のうちにコンシューマー向けについては

まず撤退をさせるというところを決めまして、こちらはもう新規会員の獲得をコンシューマーでは

行っておりません。そのために、その部分の売上高については、前期比と比べて減るということが

発生しています。 

法人向けサービスにつきましては、18 億 3,900 万円という着地になっておりまして、プラス 1.3%

となっております。子ども・子育て支援事業につきましては、ALT 派遣サービスについては 46 億

9,300 万円でプラス 2.1%。一方で、子ども向けのサービス、主にリップル・キッズパークになり

ますけれども、そちらに関しましては 3 億 5,400 万円でマイナス 17.0%で着地しております。 

こちらに関しましても、うまくいきますようにいろんな部分で、改革、特に講師側のところを改革

することによって利益をしっかりと出して、利益率の部分の原価のところを改善させていくという

ことをまずは行いながら、着実に改革させていくということを行っております。 

そして、全体のコストコントロールというところは、しっかりとしていくところによって、営業利

益としては 4 億 4,200 万円で着地しているという形になっております。 

続きまして、四半期ごとの売上高推移の内訳になります。 
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今期につきましては成長領域への投資を含めた選択と集中をより加速させていきます。それによっ

てグループ全体での業容の拡大を目指すというところで、いったんしゃがむというような形の、グ

ループ全体としてはそういうような結果にはなりました。 

うまくいっていない部分については、昨期全体を通してもいくつか事業としては撤退させておりま

すので、そのうまくいかなかった要因をしっかりと分析した上で、良いところについては今期に引

き継ぎながら、その良いサービスの部分は今期新たにつくっていくサービスのところに追加してい

くという形で今期も進めていくという形になっております。 

四半期ごとの費用の内訳推移になります。 

 

特に昨期 4Q につきましては、順調に利益の部分は進捗しておりましたので、広告宣伝費を一定

4Q の中でかけるということを行っておりまして、若干その広告宣伝費が 4Q については高くなっ

ているという感じになっております。それで、今期しっかりと売上をつくっていくという体制のた

めに、投資は引き続き行っております。 

それ以外の部分についても、全体を通してコントロールをしながら着実に進めているというところ

になっております。また、1 年を通しまして、昨年につきましては、認知度向上に向けた施策をし

っかりとしておりましたので、広告宣伝費は全体として増加させているというような感じになって

おります。 

続きまして、それぞれのセグメントごとの費用の内訳になります。 
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リスキリング事業に関しましては広告宣伝費、こちらの部分は、認知度向上をしっかりやっていく

というところで、一定の増加をさせております。特に、Web 上のところ、ソーシャルですとか、

そういったところに対してしっかりと広告を貼っていくということをしながら、認知度を向上させ

ていくということを行っております。 

それ以外の部分につきましては、しっかりとコントロールしながら、講師の報酬の原価の部分です

とか、そういったところは一定売上高とともにコントロールをしているというところになっており

ます。 

続きまして、子ども・子育て支援事業の費用内訳になります。 
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こちらは、おおむねコストコントロールをしながらやっておりますので、全体としては費用が減少

し、特に減少しているところとしては、オンライン英会話の講師のところです。 

子ども向けのオンライン英会話の講師の報酬、具体的にはリップル・キッズパークですけれども、

こちらの部分の講師の報酬をうまく供給体制とかを見直していくことによって、全体として減少す

るということができている形になって、費用のコストコントロールができています。 

続きまして、昨期の BS サマリーになります。 

 

主に、ソフトウェアやのれん償却によりまして固定資産は減少しております。また、有利子負債の

返済によって負債が減少しております。その結果、自己資本比率は足元では改善するという形にな

りまして、自己資本比率としては 32.8%と、3.8 ポイント改善しています。 

続きまして、キャッシュ・フローサマリーになります。 

 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

10 
 

営業キャッシュ・フローにつきましては、4 億 2,600 万円の収入、投資キャッシュ・フローは無形

固定資産の取得等により 7,800 万円の支出となっております。そして財務キャッシュ・フローは、

有利子負債を返済したということによって 4 億 6,500 万円の支出となって、期末の現金等の残高は

25 億 5,200 万円の着地となっております。 

続きまして、財務指標の推移になります。 

 

こちら、ROE につきましては、2025 年 3 月期につきましては 14.4%という形になっております。

今期につきましては、業績予想の数値の試算のもと、15%とわれわれとしては推定しております。 

株主資本コスト、こちらをわれわれで計算いたしますと約 8%と考えております。8%の株主資本コ

ストで ROE が 15%というところをしっかりと出しておきまして、そこから今期の PER を計算しま

すと、株主資本コストを踏まえると、足元より増加するというような見込みで、PER ですとか、

そこから PBR というところがわれわれの中では試算しているという形になっております。 

こちら、昨年の秋から加入した弊社の CFO を中心としながら、弊社の中でもしっかりとこの財務

指標数値を計算しつつ、こういった資料の中でも出しながら、今後も定期的に見ながらしっかりと

株価に反映させられるように、われわれとしてはやっていこうと考えております。 

続きまして、2026 年 3 月期の業績予想になります。 
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2026 年 3 月期、今期の業績予想サマリーですけれども、しっかりと売上拡大をさせていくため

に、中長期で見据えながら、コストは適切にコントロールしつつ、ただし一定投資しなければいけ

ないところにはしっかりと投資しながら拡大させていくというところをやりながら、収益確保しつ

つ、増収増益を見込んでおります。 

売上高としましては 98 億円、プラス 0.9%、EBITDA につきましては 7 億 5,000 万円でプラス

0.1%、営業利益につきましては 4 億 5,000 万円でプラス 1.8%、経常利益につきましてはプラス 4

億 4,000 万円でプラス 3.7%、当期純利益につきましては 3 億 1,000 万円でプラス 15.3%、EBITDA

マージンにつきましては 7.7%、営業利益率は 4.6%、ROE は 15.0%という形で計画しております。 

それぞれのセグメント別の予想になります。 
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個人向けサービスに関しましては、27 億円でマイナス 4.5%の予想になっております。こちらは、

主にスマートメソッドという高単価の商材、こちらを撤退させてという影響がございまして、その

部分の売上が丸々抜けるという形にはなりますので、その部分の影響が比較的こちらでは大きくな

っております。 

法人向けに関しましては、引き続き、オンライン英会話だったり、あるいはその周辺のサービスを

売りながら、しっかりとクライアントの課題、グローバルリーダー育成に関する課題に対してトー

タルに提供していくことによって、しっかりと売上を伸ばしていき、プラス 10.9%、20 億 4,000

万円を計画しております。その結果としてセグメント利益 4 億 2,500 万円、を目指しております。 

子ども・子育て支援事業につきましては、ALT 派遣サービスは 47 億 2,000 万円を計画しておりま

す。子ども向け英会話サービス、若干トレンドとしては悪い中ですけれども、これをしっかりと歯

止めをかけながら 3 億 4,000 万円の売上を見込んでおります。セグメント利益としては 2 億 3,000

万円以上というところで、売上高 98 億、営業利益 4 億 5,000 万円をしっかりとつくり上げていき

たいと考えております。 

連結業績推移としては、収益性を維持しつつ売上高・営業利益の安定的な成長を目指していき、今

期からまた増収増益という形に持っていけるように、しっかりと運営をしていこうと考えていると

ころでございます。 

 

 

続きまして、今期以降の戦略の話を行いたいと思います。 
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まず、レアジョブグループのビジョンとしましては、「Chances for everyone, everywhere」、世

界中の人たち、いろんな人たちに対していろんなチャンスを与えていきたいと思っております。そ

のために、チャンスをつかんでもらう、そのためにはスキルを磨いていってもらう。 

子どもの頃からいろんなものを学んだり、そして大人になってもいろんなものを学んでスキルを身

に付けて、その結果としていろんな機会を得て、そして世の中で活躍してもらうと。こういったと

ころをわれわれとしては幅広く行っていきたいと考えております。そして、人々がさまざまな場所

で活躍してもらうと。そういった能力を開花させていって、活躍してもらう、こんなことをできれ

ばと思っております。 

 

その中で、特に、グローバルビジネス、この展開をしていくために、外国人材を活用したりですと

か、そういったところのソリューションをわれわれは提供したり、あるいは、教育機関、学校向け

にソリューションを提供したりですとか。そういったソリューションをつくるにあたって、当然な

がら AI とかを活用してサービスを提供していく。こんなことをわれわれはやっております。 

そして、そういった未来に向けて、われわれはさまざまなことをやっていきたいと考えておりま

す。昨今、AI が非常に進展しております。われわれのサービス、社内においても AI の活用、さま

ざまなところで当然のように行っております。そして、この AI ですけれども、裏側で使う、業務

上で使っていくっていうことについては、当然いろんなところでやっていくと考えております。 

一方で、さまざまな投資家の方からも、ユーザーの方からもお声をいただいたりもしますけれど

も、AI によって教育もどんどん変わっていくんではないかなと。英会話の講師いらなくなるんじ

ゃないのかなと。全部 AI 英会話でいいんじゃないのかなと。そんなこともお話として伺う、聞か

れる、そんなことも多数あります。 
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なんですけれども、われわれが思うところとしては、AI だけではなくて、サービス提供、人に対

して、学習をしていってもらってスキルを伸ばしていくに当たっては、AI ももちろん重要なんで

すけれども、AI と人間、これを組み合わせるということが非常に大事だと思っております。 

いろんな人に話を聞いたりします。AI 英会話を提供している海外の会社、日本の会社はさまざま

あります。そういった人たちに聞いてみても、AI 英会話、実際、使われたりですとか、お金を払

ったりとか、そういった方々いるんですけれども、じゃあ実際、どれぐらいの人が続いているんで

すか。それを聞くと、びっくりするぐらい続いてないんですよね。 

やっぱり AI と会話をするだけ、確かにそれをちゃんと毎日毎日続けていけば、絶対に英語力上が

っていきます。それは間違いないです。ただ、英会話を AI 相手に続けられるのか。これが非常に

難しいと。 

うまくいっているところだったら、すごくゲームのような形にして、ゲーミフィケーションを入れ

て、だから楽しいと、だから続けられるようにしていったりですとか。UI をうまく設計すること

によって続けられるように、いかにして続けてもらえるようにするか、そこを非常に頑張らないと

やっぱり続いていかないんですね。われわれはそこを課題に感じております。 

AI、非常に便利なものなんですけれども、教育に使っていくにあたっては、ちゃんと使ってもらっ

て、そしてサービスがあるだけでは駄目で、サービスを使ってもらって、そして学習の成果が出て

いく、ここまでがセットで必要になっていくことです。これをわれわれとしてはしっかりと提供し

なきゃいけないと。 

そのためには、AI を使ったものも当然大事ですし、ちゃんと続けて成果が出るようにしていくた

めに、続けてもらうための仕組みが必要と考えております。それをするにあたっては、今現状にあ

たっては、AI だけではやはり不十分だと考えていて、人、この強みっていうところを生かしてい

く。これが非常に重要だと考えております。なので、AI と、そして人をうまく組み合わせる。こ

れによって、ちゃんと成果が出ていく。これをわれわれとしては、サービスとしてつくり上げてい

きたいなと考えております。 

そうすることによって我々独自でしかできない、AI の英会話サービスだけではできないですし、

人だけのサービスではできないですし、両方をちゃんと組み合わせてやっていく必要がある。だか

ら、両方の強みを持っているところがこの市場をしっかりと伸ばしていけると考えております。 

なので、われわれは AI と人、両方を組み合わせてやっていこうと。そこをしっかりと価値として

提供していこうと考えて、さまざまな取り組みを行っていこうと思っております。 
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当然ながら、AI、さまざまなところで使いつつ、そして人、ここのところも磨きつつ、そして組み

合わせると。オンライン、オフラインそれぞれを組み合わせながらうまく持っていきたいと考えて

おります。 

じゃあ具体的にどうやってやっていくのかっていうところについては、さまざまなところとシナジ

ーを組み合わせたり、そしてそれぞれのコンシューマー、法人スクールの授業でそれぞれつくって

いきたいと考えております。 

 

そして、われわれ AI を使うだけではなくて、今後戦略としてしっかりと伸ばしていくために、わ

れわれのみならずいろんなパートナー企業としっかりとシナジー、協業をつくりながら、競争優位

性を確立させて事業展開を加速させていきたいと考えております。 

具体的には、弊社の 20%持分持っておりますけれども、昨年、資本業務提携をした学研ホールデ

ィングスさんと一緒になって、さまざまなものをつくったり、そういったことをしながら、他にも

さまざまな企業と提携をして、それぞれの良いところを使って、活用して、広げていく、これを加

速させていきたいと考えております。 

そういったことをわれわれ今期も、そして昨期から続けていること、さまざまあります。AI を活

用したプロダクトとしては、レッスンレポートに AI を使ったりですとか、ベータ版として AI の英

会話を出したりですとか、それから司法試験の添削だったり、行政書士の添削だったり、そういっ

たところに AI を使ったりですとか。そんなさまざまなことをやったり、そして学研ホールディン

グスと提携したり、あるいは万博とか、そういったところと協賛をしたりとか、さまざまなことを

行ってきました。 
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あるいはパキスタンの政府と提携したりとか。そんなことをしながら、さまざまな提携と、それか

ら AI を活用しながら事業成長をさせてきていて、そして今期もそういったところの取り組みを加

速させていくと考えております。 

では、一つずつコンシューマー事業、法人事業を見ていきたいと思います。 

オンライン英会話のコンシューマー事業のところにつきましては、オンライン英会話、ここが大体

単価としては、一番の人気のプランとしては毎日 25 分プランで約 8,000 円になっておりますけど

も、ここが一番多いゾーンになります。 

 

ここのゾーンと、あとはもう少し低単価の安いゾーン、月 8 回とかそういった安いプランもあるん

ですけれども、それとともにもう少し安めのアプリのゾーン、ライトだったり、手軽にできるとこ

ろのゾーンを取りながら、そことオンライン英会話と。それから、もう少し高単価のゾーン、月 2

～3 万円ぐらいのゾーン、ここをうまくそれぞれサービスをつくり、そしてそれらを回遊させてい

くということを考えながら、今期それぞれのサービスをつくっていこうと考えております。 

このサービスをそれぞれ回遊させることによって、1 人当たりの LTV を上げていったりですと

か、あとは新たな顧客層を流入させて、そこから一部回遊していってもらうということを行いなが

ら、売上をしっかりと上げていきたいと考えております。 

法人向け事業のところに関しましては、人材育成の課題を解決するソリューション営業、ここをさ

らに進化させていきたいと考えております。 
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数年前は、オンライン英会話を売る、そういう法人営業だったところから、人事の課題を解決して

いく、そのためにグローバルリーダー育成を中心としながら、顧客のニーズを引き出して、その課

題解決をしていくためにさまざまなソリューションを提供していくというような形で、ソリューシ

ョン営業に進化してまいりました。 

そして、それをさらに、より進化させていくということを今期は行っていきます。マーケティング

からインサイドセールス、そしてフィールドセールス、そしてカスタマーサクセス、ここまでカス

タマーサクセスをより充実させていって、しっかりと顧客に対して、効率的、効果的にサービスを

提供しながら、サービスの継続とか、さらなる顧客満足度の向上とか、そういったところにつなげ

ていくと。それをさらに進化させていこうという形で今期取り組んでいきます。 

複雑な案件ですとか、大型案件とか、そういったところが増えてきておりますので、この対応力を

向上させていこうと考えております。 

そしてまた、われわれが力を入れながら販売している PROGOS のテストになります。 
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非常に好評で、さまざまな企業様に取り入れられております。この PROGOS、監視付きのものを

提供させていただいたりですとか、そういったところを行ったり、あるいは OEM として他社さん

と協業するという取り組みも開始しております。 

具体的には、EnglishCentral さんというサービスを提供している、オンラインで英語学習を提供し

ているプロバイダさんがありますけれども、そこに対して、この PROGOS のテストを彼らのサイ

トの中に OEM 提供で組み込んでいただきました。 

そして、彼らの持っているクライアント、特に、トルコとかタイとかブラジルとか、そういったと

ころに顧客を抱えておりますけれども、そういったところのユーザーさんにこの PROGOS のテス

トを受けていただいているということをやっております。それによって、PROGOS テストの収益

力を向上させていくという取り組みを行っております。 

今期はリリースから 5 周年を迎えまして、今期中に 100 万回の受験、これを達成するんですけれ

ども、それを達成することを皮切りに、より収益力を向上させたり、より使われるところ、日本の

みならず世界中で使われたり、さまざまなサービスで使われたりということを広めていきたいと考

えております。 

この単体での収益力向上、そしてその先にある研修の提供を行いながら、より収益力を上げていく

ということを行っていこうとしております。 

そして、子ども・子育て支援事業になります。 
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こちらは学校向け営業を強化していくというところで、学研グループにあります桐原書店さんとい

うところがございまして、ここはさまざまな教科書とか英語の教材とかを持っているんですけれど

も、そこの教材を活用しながら、特に高校向けが強いので、高校向けに対して提供するものをつく

り、そして、高校向けの ALT 派遣ですとか、ここを強めていきたいと考えております。 

小・中学校がわれわれ強い分野なので、そこに対して高校向けのサービス提供、これらも桐原書店

さんと一緒になりながらやっていくという、協業をベースにしてやっていくということで、より売

り上げを上げていこうということを行っております。 

そして、資格サービスにつきまして。 

 

われわれ資格スクエアというところで行政書士ですとか、予備試験ですとか、弁理士とか、そうい

ったサービスを提供しておりますけれども、学研グループの中にも Shikaku Pass というものがご
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ざいまして、その他の比較的ライトの資格、ファイナンシャルプランナーとか、そういった資格を

提供しているサービスがあるんですけれども。 

こことうまく提携しながら、直近だと例えば相互送客とかやったりしているんですけども、より学

研とのパートナーシップ、こことの連携を強固にしながら、ここをフル活用して、そしてサービス

の拡大につなげていくということを行っていこうと考えております。 

目下、いろいろな一緒になったアプリの取り組みとか、さまざまなことが今進んでいるというよう

な感じになっております。 

そして、海外事業につきまして。 

 

RareLingo というアプリのサービスで今、提供を行っております。まずは台湾を中心としてマーケ

ティングしながら、そして後にまた他のより市場の大きなところに対して本格的にマーケティング

していきたいと考えているんですけれども。 

今まずやっているところとしては台湾で、台湾の中で有名なアプリのサービスである VoiceTube

というところがあるんですけれども、そこと提携等も行いまして、そこと一緒になってパートナー

シップを組みながら、お互いのサービスをうまく連携させたりすることによって、より広げていこ

うという取り組みも行っております。 

さまざまな取り組みを行いながら、コンシューマーから、法人から学校まで幅広くわれわれとして

は伸ばしていって、そしてビジョン「Chances for everyone, everywhere.」を達成していこうと考

えております。 

最後に、株主還元についてお話させていただきます。 
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配当につきましては、2026 年 3 月期に係る配当につきましては、業績予想を考慮しまして 8 円と

見込んでおります。その前は 5 円というところだったので、そこから増配という形で 8 円を見込ん

でおります。そして、安定的に配当を実現していくというところをしっかりとやっていきたいと考

えております。 

また、株主の皆様に対して株主優待もしっかりと提供しておりまして、われわれのサービス、レア

ジョブ英会話だったり、ボーダーリンクだったり、リップル・キッズパークとか、資格スクエアと

か、われわれのサービスをお安く提供できて、株主優待券としてのチケット、こちらを提供させて

いただいているというところになっております。 

以上が 2025 年 3 月期の株式会社レアジョブの決算説明になります。 
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質疑応答 

 

中村 [M]：ここからは、質疑応答とさせていただきたいと思います。ご質問がある方は、こちらの

Q&A 機能がございますので、こちらにてテキストで質問をお送りください。なお、時間の関係上

全てのご質問にお答えすることができない可能性があることをあらかじめご了承ください。また、

Q&A で回答いたしましたご質問内容については、後日配信されるオンデマンド動画に掲載させて

いただく予定ですので、ご了承いただければと考えております。 

それでは、ご質問のある方は、こちらの Q&A のところに対して書き込んでいただければなと思い

ます。少々お待ちしたいと思います。 

一つ目、質問がありましたので、こちら読みたいと思います。 

質問者 [Q]：想定為替レートと為替の影響をどのようにお考えですか。 

中村 [A]：ありがとうございます。われわれ為替かなり影響するというようなビジネスです。特

に、フィリピンのペソに影響を受けると。ドルも使っておりますけれども、主にフィリピンのペソ

に影響を受けるという形になっております。 

そして昨今は円安というところがございますけれども、われわれ基本的に為替のヘッジをしており

ます。そのため、この当期の 1 年間の為替は、ある程度の部分がフィックスしたもう固定で決まっ

ているというところになります。なので、その部分に関しましてはもう既にこの予算の中に織り込

んでおります。 

一方で、市場のレートに対して影響を受ける部分もございます。この影響を受ける部分について

は、予算上想定している為替レートとしては、ドルでは 1 ドル 150 円を想定しております。ペソ

では 1 ペソ 2.6 円を想定としておいて、1 年間引いているというような感じになっております。 

なお、本日のレートでいうと、1 ドルでいえば 146 円前後ぐらいになっております。また 1 ペソも

2.62 円前後ぐらいになっておりますので、大体その想定為替レートの範囲内に今推移していると

いうところになっております。以上、ご回答させていただきました。 

その他ご質問ある方はこちらの Q&A のところに書き込んでいただければと思います。 

続いての質問です。 
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質問者 [Q]：御社で想定されている株価についてはどのようにお考えですか。 

中村 [M]：ありがとうございます。弊社の株価等の考え方については、CFO の牧から回答させて

いただきたいと思っております。 

牧 [A]：本日は決算説明にお越しいただき誠にありがとうございます。レアジョブグループの CFO

をさせていただいております牧と申します。早速にはなりますがご質問にお答えさせていただきま

す。 

まず昨今、現在の経済環境は、米国の関税問題や円安による物価高の影響で不確実性が高い状況と

なっております。弊社の事業におきましても、円安による講師費用の増加でしたり、海外渡航者数

の減少に伴うサービス利用者の減少といった影響を受けております。 

しかしながら、本決算の時点で ROE が改善しているというポイント、また、来期には引き続きこ

ちらの ROE の改善が見込まれること、さらには配当予想、こちらを増配というところを予想値で

置かしていただいている点を踏まえ、株価につきましては上昇の余地があるものと見ております。 

具体的な株価の予想についてですが、当社が認識している資本コスト、こちら開示していますが

8%、これに成長性を考慮した上で、大体 PER は 14 倍の中盤、こちらを推移することを想定して

います。株価につきまして、この 14%の推移、PER、こちらを踏まえた株価につきましては、400

円台の中盤から後半へと回復する可能性があると想定しています。 

また、株式を実際にお取引される際には、決算補足説明資料の 44 ページにあります注意情報をご

確認の上、ご判断をいただきますようよろしくお願いいたします。以上になります。 

中村 [M]：以上、ご回答させていただきました。他にご質問ある方いらっしゃれば、Q&A のとこ

ろからいただければと思います。あと少々お待ちしますけれども、あと十数秒ぐらいでもしなけれ

ば、以上にしたいと思いますけれども、どなたかご質問ある方いらっしゃいますでしょうか。 

よろしいでしょうか。一つありますね。ご質問ありがとうございます。 

質問者 [Q]：学研との資本業務提携効果について、足元でどの程度効果が高まっていますか。ま

た、今後さらに関係が進化する計画はありますか。 

中村 [A]：ありがとうございます。学研との資本業務提携の効果ですけれども、今期の中にも売上

自体として、この資本業務提携によってその効果というところも一定入っております。ここも一緒

になってつくるものとかの効果、それから、向こうからの相互送客のような形で入ってくるもの、

こういったところも、少なからずこれぐらいはあるだろうという最小限で見込んでおります。 
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なので、もっと進化させることによって、よりそこの売上・利益の部分がより増えてくるという可

能性は大いにあると考えております。それぞれのところで、コンシューマー事業であれば先方との

相互送客のようなものだったり、お互いに一緒になって何かしらのものをつくっていくとか、そう

いった話合いとかは進んでおります。 

また、法人事業につきましては、先方にあるクライアントさん、事業者さんと一緒に協業をして、

われわれの商品を、先方の持っているクライアントとかに対しても売ってもらうというような協業

ですとか、それから学校向けのところについては、先方いくつか持っております。 

例えば TOKYO GLOBAL GATEWAY とか、桐原書店さんとか、そういったところを持っておりま

すので、そういったところとうまく協業をして、それぞれのところから相互送客するような形です

とか、さまざまなことを取り組んだり、資格の事業のところについてももう既に相互送客の部分で

すとか、そういったところは始まっております。 

なので、昨期ところで言うと、売上として本当に跳ね返ってきたところはまだまだ小さいところで

すけれども、今期はその売上の部分についてはもう少し出てくるだろうと考えております。それに

よって、より今期、来期以降について、ここの関係性によって、より売上が出てくることがあるだ

ろうなと考えております。 

そして、よりわれわれの関係を強固にしながら、より良い形のものをうまくつくっていけるよう

に、学研ホールディングスさんとは密になりながらいろんなものを進めていって、両社の売上・利

益のところに対してインパクトを与えられるようにということを、われわれとしては行っていこう

と考えております。 

現状としましては、一緒になってさまざまなことを取り組んでいるという状況になっているという

ような感じでございます。以上、ご回答させていただきました。 

他に何かご質問ある方いらっしゃれば Q&A からご質問いただければなと思います。 

よろしいですかね。特に他に質問がなければ、以上で決算説明会を終了とさせていただきたいと思

います。 

本日は皆様、お忙しい中、決算説明会にお越しいただきまして、誠にありがとうございました。引

き続きレアジョブをよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 
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脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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